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【表紙】 
 

【提出書類】 半期報告書の訂正報告書 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成16年２月６日 

【中間会計期間】 第41期中（自 平成15年５月21日 至 平成15年11月20日） 

【会社名】 アスクル株式会社 

【英訳名】 ASKUL Corporation 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  岩田 彰一郎 

【本店の所在の場所】 東京都文京区音羽一丁目20番11号 

 
（上記は登記上の本店所在地であり、実際の業務は下記の場所で行って

おります。） 

【電話番号】 03（3522）8608 

【事務連絡者氏名】 取締役社長室室長  織茂 芳行 

【最寄りの連絡場所】 東京都江東区辰巳三丁目10番１号 

【電話番号】 03（3522）8608 

【事務連絡者氏名】 取締役社長室室長  織茂 芳行 

【縦覧に供する場所】 日本証券業協会 

（東京都中央区日本橋茅場町一丁目５番８号） 
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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成16年２月４日に提出いたしました第41期中（自 平成15年５月21日 至 平成15年11月20日）半期報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するもの

であります。 

 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

１ 中間連結財務諸表等 

(1）中間連結財務諸表 

注記事項 

（重要な後発事象） 

２ 中間財務諸表等 

(1）中間財務諸表 

注記事項 

（重要な後発事象） 

 

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は  を付して表示しております。 
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第一部【企業情報】 
 

第５【経理の状況】 
 

１【中間連結財務諸表等】 

(1）【中間連結財務諸表】 

注記事項 

（重要な後発事象） 

  （訂正前） 

当中間連結会計期間 
（自 平成15年５月21日 
至 平成15年11月20日） 

前連結会計年度 
（自 平成14年５月21日 
至 平成15年５月20日） 

１ ストックオプション 

 連結財務諸表提出会社は、平成15年12月18日開催の

取締役会において、商法第280条ノ20及び第280条ノ21

の規定による新株予約権を連結会社の取締役及び使用

人に対し無償にて発行することを決議しております。

１ ストックオプション 

 連結財務諸表提出会社は、平成15年８月８日開催の

定時株主総会及び平成15年７月９日開催の取締役会に

おいて、商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定によ

る新株予約権を連結会社の取締役及び使用人に対し無

償にて発行することを決議しております。 

 ２ 自己株式の取得 

 連結財務諸表提出会社は、平成15年８月８日開催の

定時株主総会及び平成15年７月９日開催の取締役会に

おいて、商法第210条の規定に基づき、本総会終結の

時から次期定時株主総会終結の時までに、同社普通株

式100万株、取得価額の総額50億円を限度として取得

することを決議いたしました。 

 ３ 平成15年12月18日開催の取締役会において、アスク

ル「名古屋センター」開設の決議をいたしました。 

（目的） 

 中長期的に想定される業容の拡大による中部地域の

物量の増加に対応するとともに、新しい物流機能を盛

り込んだ物流拠点として更なる改善を企図しておりま

す。 

（設備投資の内容） 

物件の所在 ： 愛知県東海市 

賃貸借面積 ： 倉庫部分 延べ9,834坪 

総投資額  ： 約16億円（リース契約を含む。）

資金調達  ： 自己資金 

（設備の導入時期） 

平成16年９月上旬稼動予定 

（当該設備が営業活動に及ぼす重要な影響） 

 愛知県を中心とした中部地域の配送サービスの向上

が見込まれます。 
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  （訂正後） 

当中間連結会計期間 
（自 平成15年５月21日 
至 平成15年11月20日） 

前連結会計年度 
（自 平成14年５月21日 
至 平成15年５月20日） 

１ ストックオプション 

 連結財務諸表提出会社は、平成15年12月18日開催の

取締役会において、商法第280条ノ20及び第280条ノ21

の規定による新株予約権を連結会社の取締役及び使用

人に対し無償にて発行することを決議しております。

１ ストックオプション 

 連結財務諸表提出会社は、平成15年８月８日開催の

定時株主総会及び平成15年７月９日開催の取締役会に

おいて、商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定によ

る新株予約権を連結会社の取締役及び使用人に対し無

償にて発行することを決議しております。 

２ 平成15年12月18日開催の取締役会において、アスク

ル「名古屋センター」開設の決議をいたしました。 

（目的） 

 中長期的に想定される業容の拡大による中部地域の

物量の増加に対応するとともに、新しい物流機能を盛

り込んだ物流拠点として更なる改善を企図しておりま

す。 

（設備投資の内容） 

物件の所在 ： 愛知県東海市 

賃貸借面積 ： 倉庫部分 延べ9,834坪 

総投資額  ： 約16億円（リース契約を含む。）

資金調達  ： 自己資金 

（設備の導入時期） 

平成16年９月上旬稼動予定 

（当該設備が営業活動に及ぼす重要な影響） 

 愛知県を中心とした中部地域の配送サービスの向上

が見込まれます。 

２ 自己株式の取得 

 連結財務諸表提出会社は、平成15年８月８日開催の

定時株主総会及び平成15年７月９日開催の取締役会に

おいて、商法第210条の規定に基づき、本総会終結の

時から次期定時株主総会終結の時までに、同社普通株

式100万株、取得価額の総額50億円を限度として取得

することを決議いたしました。 
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２【中間財務諸表等】 

(1）【中間財務諸表】 

注記事項 

（重要な後発事象） 

  （訂正前） 

前中間会計期間 
（自 平成14年５月21日 
至 平成14年11月20日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年５月21日 
至 平成15年11月20日） 

前事業年度 
（自 平成14年５月21日 
至 平成15年５月20日） 

該当事項はありません。 １ ストックオプション 

 当社は、平成15年12月18日開催の取締役

会において、商法第280条ノ20及び第280条

ノ21の規定による新株予約権を連結会社の

取締役及び使用人に対し無償にて発行する

ことを決議しております。 

１ ストックオプション 

 当社は、平成15年８月８日開催の定時株

主総会及び平成15年７月９日開催の取締役

会において、商法第280条ノ20及び第280条

ノ21の規定による新株予約権を連結会社の

取締役及び使用人に対し無償にて発行する

ことを決議しております。 

  ２ 自己株式の取得 

 当社は、平成15年８月８日開催の定時株

主総会及び平成15年７月９日開催の取締役

会において、商法第210条の規定に基づ

き、本総会終結の時から次期定時株主総会

終結の時までに、当社普通株式100万株、

取得価額の総額50億円を限度として取得す

ることを決議いたしました。 

  ３ 平成15年12月18日開催の取締役会におい

て、アスクル「名古屋センター」開設の決

議をいたしました。 

（目的） 

 中長期的に想定される業容の拡大による

中部地域の物量の増加に対応するととも

に、新しい物流機能を盛り込んだ物流拠点

として更なる改善を企図しております。 

（設備投資の内容） 

物件の所在 ： 愛知県東海市 

賃貸借面積 ： 倉庫部分 延べ9,834坪

総投資額  ： 約16億円 

（リース契約を含む。)

資金調達  ： 自己資金 

（設備の導入時期） 

平成16年９月上旬稼動予定 

（当該設備が営業活動に及ぼす重要な影響)

 愛知県を中心とした中部地域の配送サー

ビスの向上が見込まれます。 
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  （訂正後） 

前中間会計期間 
（自 平成14年５月21日 
至 平成14年11月20日） 

当中間会計期間 
（自 平成15年５月21日 
至 平成15年11月20日） 

前事業年度 
（自 平成14年５月21日 
至 平成15年５月20日） 

該当事項はありません。 １ ストックオプション 

 当社は、平成15年12月18日開催の取締役

会において、商法第280条ノ20及び第280条

ノ21の規定による新株予約権を連結会社の

取締役及び使用人に対し無償にて発行する

ことを決議しております。 

１ ストックオプション 

 当社は、平成15年８月８日開催の定時株

主総会及び平成15年７月９日開催の取締役

会において、商法第280条ノ20及び第280条

ノ21の規定による新株予約権を連結会社の

取締役及び使用人に対し無償にて発行する

ことを決議しております。 

 ２ 平成15年12月18日開催の取締役会におい

て、アスクル「名古屋センター」開設の決

議をいたしました。 

（目的） 

 中長期的に想定される業容の拡大による

中部地域の物量の増加に対応するととも

に、新しい物流機能を盛り込んだ物流拠点

として更なる改善を企図しております。 

（設備投資の内容） 

物件の所在 ： 愛知県東海市 

賃貸借面積 ： 倉庫部分 延べ9,834坪

総投資額  ： 約16億円 

（リース契約を含む。)

資金調達  ： 自己資金 

（設備の導入時期） 

平成16年９月上旬稼動予定 

（当該設備が営業活動に及ぼす重要な影響)

 愛知県を中心とした中部地域の配送サー

ビスの向上が見込まれます。 

２ 自己株式の取得 

 当社は、平成15年８月８日開催の定時株

主総会及び平成15年７月９日開催の取締役

会において、商法第210条の規定に基づ

き、本総会終結の時から次期定時株主総会

終結の時までに、当社普通株式100万株、

取得価額の総額50億円を限度として取得す

ることを決議いたしました。 

 


	AspnetTime: 


